
 

 

平
成
27
年
の
新
年
ご
挨
拶 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

和
田
三
丁
目
東
町
会
の
皆
様
が
、
穏
や
か
な

良
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

年
末
の
選
挙
は
保
守
の
圧
勝
と
な
り
、
国
民

は
現
政
権
の
ア
ベ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
る
景
気
振

興
政
策
を
信
任
し
た
わ
け
で
す
が
、
消
費
税
増

や
円
安
に
起
因
す
る
生
活
必
需
品
の
相
次
ぐ
値

上
げ
で
、
暮
ら
し
は
悪
く
な
っ
て
い
る
の
が
実

感
で
す
。
一
部
の
金
融
証
券
や
輸
出
関
連
の
大

企
業
で
は
給
与
や
賞
与
も
上
が
っ
た
よ
う
で
す

が
、
国
民
の
大
半
を
占
め
る
生
活
弱
者
の
暮
ら

し
が
楽
に
な
り
、
再
増
税
に
耐
え
て
財
政
の
健

全
化
が
実
現
す
る
の
は
当
分
先
の
話
と
思
わ
れ

ま
す
。 

ま
た
今
年
は
先
の
大
戦
か
ら
七
十
年
の
節
目

で
も
あ
り
ま
す
が
、
排
他
的
経
済
水
域
内
で
重

大
な
脅
威
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
憲
法
改
正
や

集
団
的
自
衛
権
の
必
要
性
は
否
定
し
ま
せ
ん

が
、
少
数
派
に
な
り
つ
つ
あ
る
戦
争
体
験
世
代

の
懸
念
も
尊
重
し
て
も
ら
っ
て
、
ア
ク
セ
ル
と

ブ
レ
ー
キ
を
踏
み
間
違
え
な
い
よ
う
に
願
い
た

い
も
の
で
す
。 

政
治
的
課
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
御
嶽
山

噴
火
や
全
国
的
な
土
砂
災
害
の
多
発
に
象
徴

況
や
安
全
な
避
難
路
の
確
認
等
に
役
立
つ
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

毎
度
申
し
上
げ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、「
見
守

り
隊
」・「
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
あ
る
い
は
「
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
」
に
よ
る
安
全
で
安
心
な
街
づ
く

り
は
、
一
握
り
の
我
々
町
会
役
員
の
力
だ
け
で

は
何
も
実
現
出
来
ま
せ
ん
。
「
向
こ
う
三
軒
両

隣
」
が
笑
顔
で
言
葉
を
交
わ
し
、
お
互
い
を
思

い
や
る
「
良
き
地
縁
」
で
結
ば
れ
た
町
会
員
皆

様
方
の
積
極
的
な
参
加
と
協
力
が
あ
っ
て
初
め

て
、
万
人
に
誇
れ
る
「
わ
が
町
和
田
三
丁
目
」

を
目
指
す
推
進
力
が
保
持
で
き
ま
す
。
引
き
続

き
町
会
活
動
に
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
27
年
の
皆
様

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。 
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部
（
杉
並
消
防
署
高
円
寺
主
張
所
所
管
内
町

会
）
の
会
合
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

２
、
見
守
り
隊
対
象
者
の
更
新
調
査
結
果 

①
９
月
か
ら

1
0

月
に
か
け
て
の
調
査
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
逝
去
者
や
施
設
転
居
者
が
数

名
あ
り
、3

8

名
に
減
少
し
ま
し
た
。 

３
、
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係 

①
高
南
中
震
災
救
援
所
連
絡
会
が1

0

月2
8

日

開
催
さ
れ
、11

月
８
日
の
全
校
生
徒
参
加
の

土
曜
授
業
訓
練
の
方
針
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

４
、
ノ
ベ
ン
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
関
連 

①
来
場
の
町
会
員
の
方
に
は
現
地
で
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
金
券
を
差
し
上
げ
る
よ
う
に
し
ま
す
。 

②
町
会
が
負
担
す
る
無
線
機
１
台
分
の
代
金

7

７
万
４
千
円
を
総
務
部
会
に
支
払
い
、
他
２

台
は
和
田
地
区
町
会
連
合
会
の
支
給
と
い
う

形
で
、
計
３
台
が
備
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

③1
1

月2
2

日
（
土
）
午
後
５
時
か
ら
杉
並
教

会
で
反
省
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。15

名
の
参

加
を
申
し
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
す
。 

５
、
そ
の
他 

①
町
会
員
名
簿
に
つ
い
て
は
、
様
式
に
従
っ
て

各
世
帯
に
回
覧
で
記
載
を
お
願
い
し
ま
し
た

が
、内
容
チ
ェ
ッ
ク
の
上1

1

月
中
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 
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名
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加
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５
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そ
の
他 

①
町
会
員
名
簿
に
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い
て
は
、
様
式
に
従
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て

各
世
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に
回
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で
記
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を
お
願
い
し
ま
し
た

が
、内
容
チ
ェ
ッ
ク
の
上1

1

月
中
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

噴
火
や
全
国
的
な
土
砂
災
害
の
多
発
に
象
徴
さ

れ
る
、
自
然
災
害
の
脅
威
が
明
ら
か
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
暮
れ
の
長
野
県
北
部
地
震
の

際
に
放
映
さ
れ
た
、
全
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
劇

の
映
像
に
恐
怖
と
同
時
に
感
動
も
覚
え
ま
し

た
。
不
幸
に
も
突
発
的
に
発
生
し
た
自
然
災
害

に
対
し
て
、
地
域
住
民
の
共
助
の
体
制
が
如
何

に
大
切
か
を
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

大
都
会
東
京
の
一
角
の
和
田
三
丁
目
区
域
で

は
、
白
馬
村
の
よ
う
な
歴
史
的
な
旧
い
地
縁
に

由
来
す
る
情
報
共
有
や
共
助
体
制
は
望
む
べ
く

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
30
年
間
に
70
％
の
確

率
で
発
生
が
予
告
さ
れ
て
い
る
首
都
直
下
型
震

災
に
対
し
て
、
人
命
の
喪
失
を
最
小
限
に
止
め

る
た
め
に
、
可
能
な
限
り
の
「
減
災
対
策
」
を

講
じ
る
こ
と
は
町
会
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。 

当
町
会
で
は
既
に
５
年
間
継
続
し
て
い
る

「
見
守
り
隊
」
活
動
と
、
３
年
目
に
入
る
「
減

災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
＆
「
消
火
隊
」
活

動
に
よ
る
近
隣
共
助
体
制
を
維
持
し
な
が
ら
発

災
時
に
備
え
て
参
り
ま
す
。
昨
秋
に
は
和
田
地

区
の
５
町
会
と
隣
接
す
る
方
南
２
丁
目
町
会
が

連
携
し
て
、
高
性
能
無
線
機
に
よ
る
減
災
情
報

交
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
着
手
し
ま
し
た
。

発
災
時
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
域
内
の
火
災
の
状

26 年の町会活動 

いろいろ 

頑張りました 


